
上
条
の
伝
建
地
区
の
概
要

「
上
条
報
告

第
六
十
八
号
」
で
概
要
（
案
）
を
示
し
ま
し

た
が
、
決
定
し
た
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
上
条

（
山
村
・
養
蚕
集
落
）

所
在
地

山
梨
県
甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
高
地

京
、
片
瀬
、
日
照
久
保
の
全
域
並
び
に

上
条
、
鍛
治
屋
向
、
金
剛
銭
の
各
一
部

種
別

山
村
・
養
蚕
集
落

条
例
制
定
年
月
日

平
成
二
六
年
三
月
二
四
日

決
定
年
月
日

平
成
二
七
年
二
月
一
八
日

地
区
面
積

約
一
五
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

保
存
物
件
数

建
築
物

二
六
件

工
作
物

三
八
件

環
境
物
件

三
件

上
条
地
区
の
概
説

「
保
存
計
画
」
に
記
載
し
た
、
上
条
地
区
の
概
説
を
紹
介
し

ま
す
。
上
条
の
来
歴
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
で
調
べ
た
も
の
で

す
。
長
文
で
す
が
そ
の
ま
ま
掲
載
し
ま
す
。

上
条
集
落
は
、
重
川
の
氾
濫
原
が
や
や
緩
や
か
に
な
る
小
田

原
橋
か
ら
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
上
し
た
場
所
に
あ
る
。

こ
の
辺
り
は
北
側
の
山
裾
か
ら
南
側
の
重
川
ま
で
比
較
的
急

な
南
面
傾
斜
を
呈
す
る
が
、
そ
の
中
ほ
ど
に
金
剛
山
と
呼
ば
れ

る
舌
状
台
地
が
南
北
方
向
に
は
し
り
、
台
地
の
付
根
部
分
に
所

在
す
る
集
会
場
を
兼
ね
た
観
音
堂
を
馬
蹄
形
に
囲
む
よ
う
に

雛
壇
状
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
上
条
峠

を
越
え
る
ま
で
集
落
は
な
い
。

こ
の
金
剛
山
に
は
、
北
端
に
観
音
堂
、
中
ほ
ど
に
金
井
加
里

神
社
、
南
端
東
面
に
真
言
宗
福
蔵
院
が
あ
り
、
宗
教
施
設
が
集

中
す
る
。
特
異
な
地
形
そ
の
も
の
が
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い

た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

上
条
集
落
の
成
立
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。
近
く
の
上

萩
原
に
は
十
六
世
紀
に
経
営
さ
れ
て
い
た
黒
川
金
山
で
金
の

採
掘
に
当
た
っ
て
い
た
金
山
衆
の
一
人
、
中
村
弾
左
衛
門
尉
が

居
を
構
え
て
お
り
、
伝
承
で
は
中
村
弾
左
衛
門
に
結
び
付
け
て

集
落
の
始
ま
り
を
説
い
て
い
る
。
史
料
と
し
て
の
初
見
は
市
内

の
旧
家
に
伝
わ
る
日
記
「
保
坂
家
文
書
」
（
市
指
定
文
化
財
）

中
、
「
萩
原
木
食
繁
盛
」
の
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
の
一
節

で
、
上
萩
原
村
出
身
の
木
食
白
道
と
い
う
廻
国
僧
が
郷
里
に
立

ち
寄
っ
た
際
、
小
田
原
上
条
よ
り
観
音
像
の
制
作
を
依
頼
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
音
像
は
「
一
木
百
観
音
」

（
市
指
定
文
化
財
）
と
し
て
集
落
の
中
心
地
で
あ
る
観
音
堂
に

安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
地
区
内
に
残
る
天
明
四

年
（
一
七
八
四
）
の
「
下
小
田
原
村
上
条
組
屋
敷
検
地
御
水
帳

写
」
に
は
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
当
時
上
条
に
十
一
軒
、
日
照
久
保
に
一
軒

が
所
在
し
て
い
る
。

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
夫
銭
勘
定
出
入
に
つ
い
て
の
文

書
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
に
は
十
六
人
の
連
署
が
み
え
、

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
「
五
人
組
合
書
上
帳
」
、
享
和
二

年
（
一
八
〇
二
）
の
「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
（
年
貢
引
方

願
状
）
で
も
十
六
人
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
文
化
十
一
年
（
一
八

一
四
）
の
「
議
定
書
之
事
」
（
名
主
役
取
極
の
儀
な
ど
に
付
定

書
）
で
は
二
十
人
に
増
え
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
の
「
道

祖
神
定
書
之
事
」
で
二
十
二
人
と
な
る
。
そ
の
後
天
保
三
年
（
一

八
三
二
）
の
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
」
（
名
主
役
交
代

上
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甲州市教育委員会
☎32‐5097

前
号
の
「
上
条
報
告
」
で
ご
紹
介
し
た
と

お
り
、
二
月
三
日
に
甲
州
市
都
市
計
画
審
議

会
が
開
催
さ
れ
、
上
条
集
落
に
つ
い
て
、
甲

州
市
の
都
市
計
画
に
お
い
て
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
地
区
決
定
を
す
る
旨
の
答
申

が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
も
、
一
月
二
十
一
日
に
文

化
庁
と
協
議
を
し
た
「
保
存
計
画
」
に
つ
い

て
、
二
月
中
頃
ま
で
最
終
的
な
修
正
を
行
い

内
容
を
精
査
し
、
文
化
庁
と
の
協
議
が
完
了

し
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
二
十
七
年
二
月
十
八
日
、「
都

市
計
画
決
定
の
告
示
」（
甲
州
市
告
示
第
十
六

号
）
と
「
山
梨
県
甲
州
市
塩
山
下
小
田
原
上

条
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
計
画
制

定
に
つ
い
て
」（
甲
州
市
教
育
委
員
会
告
示
第

二
号
）
を
告
示
、
こ
れ
に
よ
り
、
甲
州
市
内

に
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
誕
生
し
ま

し
た
。

二
月
二
十
四
日
に
、
文
化
財
保
護
法
に
基

づ
く
「
地
区
決
定
の
報
告
書
」
を
文
化
庁
に

提
出
し
、
三
月
の
中
頃
に
は
「
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
の
申
出
」
を
行
う

予
定
で
す
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
地
区
決
定

誕生！
「甲州市塩山下小田原上条伝統的建造物群保存地区」



ん
だ
っ
た
こ
ろ
の
集
落
の
状
況
が
良
く
残
さ
れ
て
い
る
。

桑
畑
は
集
落
よ
り
上
に
作
ら
れ
、
集
落
よ
り
下
に
は
水
田
が

あ
っ
た
。
養
蚕
に
代
わ
っ
て
果
樹
栽
培
が
盛
ん
に
な
り
、
桑
畑

や
棚
田
に
は
そ
の
ま
ま
ス
モ
モ
や
モ
モ
、
ブ
ド
ウ
が
植
え
ら
れ

た
。
春
に
は
満
開
の
ス
モ
モ
の
花
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
養
蚕
を

伝
え
る
建
築
物
が
み
え
る
。

養
蚕
が
廃
れ
た
後
も
、
比
較
的
コ
ン
パ
ク
ト
な
集
落
内
に
伝

統
的
な
主
屋
や
蚕
室
が
数
多
く
残
さ
れ
、
往
時
の
風
景
が
想
像

で
き
る
こ
と
は
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
。

茅
葺
切
妻
造
民
家
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
養
蚕
の
発
達
と
あ

わ
せ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
平
成
十
六

年
度
の
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
の
調
査
報
告
書
で
は
「
突

き
上
げ
屋
根
は
当
初
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
に
付
加

さ
れ
た
も
の
」
と
あ
り
、
『
塩
山
市
史
』
で
は
「
神
金
地
区
は

山
間
の
寒
冷
地
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
養
蚕
は
適
さ
ず
、「
萩

原
煙
草
」
の
よ
う
な
農
業
が
主
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
上
条
で
養
蚕
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
で

は
な
く
明
治
に
入
っ
て
か
ら
と
判
断
し
、
そ
の
後
の
養
蚕
技
術

の
進
歩
と
増
産
に
伴
っ
て
突
き
上
げ
屋
根
が
付
加
さ
れ
た
、
と

評
価
し
ま
し
た
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
朝
幸
さ
ん
宅
と
富
博

さ
ん
宅
の
例
を
引
い
て
い
ま
す
。

「
概
説
」
で
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
茅
葺
か
ら
金
属
板
被

覆
に
変
化
し
た
こ
と
も
重
要
な
変
化
で
す
。
昭
和
二
十
一
年
の

古
写
真
を
み
る
と
、
茅
は
低
く
葺
き
下
ろ
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
金
属
板
被
覆
に
伴
い
軒
下
に
庇
を
設
け
建
具
を
入
れ
、
そ

れ
ま
で
濡
縁
だ
っ
た
場
所
を
内
廊
下
に
変
え
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
格
段
に
生
活
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
号
に
「
保
存
計
画
」
も
添
付
し
ま
し
た
。
内
容
は
今
後
「
上

条
報
告
」
で
解
説
し
た
り
、
説
明
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
月
十
八
日
に
都
市
計
画
決
定
の
告
示
と
保
存
計
画
の
告

示
を
し
、
甲
州
市
内
に
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
誕
生

し
ま
し
た
。

今
後
、
防
災
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
上

条
集
落
の
伝
建
地
区
を
国
に
選
定
し
て
も
ら
い
、
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
地
区
決
定
が
な
さ
れ
た
報
告

を
二
月
二
十
四
日
付
け
で
文
化
庁
に
提
出
し
、
今
後
三
月
の

二
週
目
く
ら
い
に
は
、
国
選
定
の
た
め
の
「
申
出
」
を
提
出

す
る
予
定
で
す
。
こ
の
申
出
で
平
成
二
十
六
年
度
に
や
る
べ

き
こ
と
は
す
べ
て
完
了
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
十
七
年
度
に
入
り
、
四
月
に
は
文
化
庁
の
現
地
調
査
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
五
月
の
文
化
審
議
会
で
調
査
結
果
と
と

も
に
審
議
さ
れ
ま
す
。
こ
の
審
議
会
で
国
選
定
の
答
申
が
得

ら
れ
れ
ば
、
県
内
で
は
平
成
五
年
に
国
選
定
さ
れ
た
早
川

町
・
赤
沢
宿
以
来
、
二
十
二
年
ぶ
り
の
重
伝
建
地
区
が
誕
生

し
ま
す
。
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、
現
在
一
〇

九
ヶ
所
選
定
さ
れ
て
お
り
、
順
調
に
進
め
ば
上
条
は
一
一
〇

ヶ
所
目
と
な
り
ま
す
。

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
の
調
査
か
ら
ち
ょ
う
ど
十

年
、
地
区
の
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、

な
ん
と
か

一
つ
の
ゴ

ー
ル
が
み

え
て
き
ま

し
た
。

願
）
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上

候
」（
名
主
役
交
代
願
）
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
「
五
人

組
合
書
上
帳
」
、
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
の
「
當
酉
名
主
交

代
書
上
帳
」
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
「
諸
職
人
賃
銀
定

書
上
帳
」
で
は
二
十
人
と
安
定
し
、
幕
末
を
迎
え
て
い
る
。
こ

の
連
署
数
は
戸
数
と
同
じ
と
み
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
は

集
落
景
観
が
整
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
「
甲
斐
国
山
梨
郡
下
小

田
原
村
上
条
組
戸
籍
書
」
に
は
二
十
一
戸
が
記
さ
れ
、
住
民
数

も
男
五
十
五
名
、
女
四
十
七
名
、
計
百
二
名
と
わ
か
る
。
ま
た
、

平
成
二
十
六
年
の
戸
数
は
二
十
三
戸
だ
が
、
平
成
十
六
年
に
は

二
十
六
戸
で
あ
っ
た
。

山
梨
県
の
甲
府
盆
地
東
部
に
広
く
分
布
す
る
茅
葺
切
妻
造

民
家
は
、
甲
州
市
で
も
ま
だ
相
当
数
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
一

つ
の
集
落
内
で
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
例
は
上
条
集

落
し
か
な
く
、
そ
の
建
築
年
代
も
十
七
世
紀
後
半
か
ら
明
治
三

十
七
年
ま
で
と
幅
広
い
。
こ
の
種
の
民
家
は
、
当
時
の
主
産
業

で
あ
る
養
蚕
の
振
興
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

近
世
に
お
い
て
当
地
を
含
む
一
帯
は
山
間
の
寒
冷
地
な
た
め

養
蚕
に
は
適
さ
ず
、
生
業
は
煙
草
栽
培
（
萩
原
煙
草
）
が
主
で

あ
り
、
養
蚕
が
盛
ん
に
な
る
の
は
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
と

み
ら
れ
る
。
明
治
三
十
七
年
建
築
の
中
村
朝
幸
宅
（
明
治
三
十

七
年
）
は
、
正
面
を
総
二
階
建
と
し
二
階
の
採
光
と
換
気
が
し

や
す
い
よ
う
に
建
て
ら
れ
、
ま
た
、
中
村
富
博
宅
で
は
大
正
十

三
年
に
西
側
四
間
分
を
総
二
階
建
に
改
造
し
た
。
こ
れ
は
当
地

で
養
蚕
が
生
業
と
し
て
定
着
し
た
た
め
と
思
わ
れ
、
こ
の
こ
ろ

ま
で
に
は
他
の
茅
葺
切
妻
造
主
屋
に
も
突
き
上
げ
屋
根
が
付

加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

保
存
地
区
で
は
、
形
態
は
異
な
る
も
の
の
昭
和
三
十
年
代
ま

で
養
蚕
に
適
し
た
住
宅
が
建
て
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
増
産
を

図
る
た
め
養
蚕
に
特
化
し
た
別
棟
の
蚕
室
を
設
け
、
養
蚕
が
盛


